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修士論文要旨
　本論文の目的は、日本の真珠産業に関わる滞日インド人
移住過程を明らかにすること、コミュニティの実態を明ら
かにするという２点である。
　第１章では滞日インド人とその研究動向についてまとめ
た。まずインド系移民と旧宗主国であるイギリスとの関係
を記述し、世界的に見たインド系移民の概要について述べ
た。また、均質な集団であるかのように捉えられがちであっ
たインド系移民の社会的ネットワークの多様さについて述
べ、インド系移民に見られる家族・血縁関係レベルのネッ
トワーク、コミュニティ・レベルのネットワーク、そして
ネーション（インド人）・レベルのネットワークの３つの理
論的枠組みを提示した。また、滞日インド人のコミュニティ
に関する研究を、オールドカマーとニューカマーという枠
組みの中で捉えた。本論文で中心的に扱った、真珠産業に
関わる滞日インド人もオールドカマーであり、国籍よりも
宗派やジャーティにアイデンティティをおいていることが
特徴として挙げられる。またコミュニティごとに宗教施設
を核とした強固でやや排他的なローカルネットワークを形
成していることも特徴づけられる。
　第２章では、日本の真珠産業についての整理を行った。日
本の真珠産業に関わる滞日インド人についてひも解くにあ
たり、必要な工程である。まず、そもそも真珠とはどのよ
うなものなのかということに加え、真珠の多様性について
述べた。次に、大まかな真珠産業史を扱った。養殖技術が
発明されてから第二次世界大戦までの間、1938年まで産業
は拡大を続けるが、戦争に向けて産業は徐々に縮小してい
く。戦時中は産業活動それ自体を中断せざるをえない時期
もあった。戦後、進駐していたアメリカ軍の影響などもあ
り、アメリカを中心とした海外需要が増大した。このよう
な背景から真珠産業に参入を図る者が後を絶たず、1965年
まで、戦前の産業拡大期を遥かに上回る勢いで急拡大を遂
げた。しかしながら、粗製濫造の機運を危惧した海外のバ
イヤーたちが徐々に買い控えに走ったことで、「昭和40年代
の大不況」と業界史に名を残す未曾有の不況に突入してい
く。この時期から指摘されていた、環境の悪化と品質の低
下の問題、真珠養殖のグローバル化については現在まで続
く問題であるとしてこれをまとめた。また、神戸における
真珠産業の発展の歴史と、真珠の流通構造について把握す
る作業を行った。
　第３章では、兵庫県における外国人の現況について述べ、
真珠産業に携わる滞日インド人へのインタビューの結果に
ついて項を分けて記述した。
　第４章では、これまで行ってきた一連の作業を集約して、
本論文の主題について考察した。まず、インタビュー調査
の結果をもとに、インド人コミュニティに関する先行研究
と真珠産業の流れを重ねて、より精密な神戸市における真
珠産業に関わる滞日インド人の来日と定着の歴史を提示し
た。また、これまでの真珠産業に関わる滞日インド人に関
する研究と比較し、今日における真珠産業に関わる滞日イ
ンド人のコミュニティの実態について述べた。そこでは、古
賀（2000）が述べた３つのどのレベルのネットワークも介
していなかった。来日後、困難の共有がなされたことによっ
て、滞日１世代目のインド人達にコミュニティ・レベルの
ネットワークが生じていったことを指摘した。また、その
ようにして生じたビジネスにおけるコミュニティ・レベル
のネットワークが現在は機能していないことについて述べ、
そのような特徴が、他のオールドカマーに見られないもの
であるということを、改めて指摘した。
　結では一連の作業で得られた知見を集約し、今後の課題
についても言及した。
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